
 

（第２号様式）   
令和８年４月20日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立瀬谷支援学校  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①自立と社会参加
をめざし、系統
性のある小・
中・高一貫した
教育課程の編成
と学ぶ楽しさを
実感し、主体的
な活動を引き出
す授業づくりに
取り組む。 

①-1 系統性のある教
育課程に向けた検
討を具体的に進め
るとともに、学ぶ
楽しさを実感でき
るように、教育内
容の充実を図る。 

 
 
 
 
①-2 生活年齢や発達
段階にあわせて、
ＩＣＴ機器活用に
よる学びを推進す
る。 

①-1-1「育てたい子ども
像」を踏まえ、小中高の
系統性を意識し、教育内
容の充実に向けて教育課
程の改善を進める。 

①-1-2 興味・関心に基づ
く学び、主体性を引き出
す学び、実体験を通した
学び、協働的な学びの充
実を図る。 

 
①-2-1 電子黒板をはじめ
とするＩＣＴ機器を積極
的に活用し、取組を学校
全体で集積・発信・共有
する。 

①-2-2 生活年齢や発達段
階にあわせて、機器の適
切な使い方や情報の扱い
方等、情報リテラシーの
学習を推進する。 

①-1-1 小中高の系統性を
意識し、教育内容の充実
に向けて教育課程の改善
を進めることができた
か。 

①-1-2 興味・関心に基づ
く学び、主体性を引き出
す学び、実体験を通した
学び、協働的な学びを充
実できたか。 

 
①-2-1ＩＣＴ機器を活用し
た授業の充実を図り、取
組を学校全体で集積・発
信・共有できたか。 

 
①-2-2 機器の適切な使い
方や情報の扱い方等、情
報リテラシーの学習を推
進できたか。 

     

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

①児童･生徒個々の
個性を尊重し、
教育的ニーズを
適切に把握し、
生活年齢、発達
段階に合った指
導・支援を組織
的に行う。 

①児童･生徒の教育的
ニーズを把握する
ための客観的指標
を活用し、指導計
画に反映して指
導・支援を行うと
ともに、組織的な
取組としての定着
を図る。 

①-1「得意なことを伸ば
す」「苦手なことは段階
的に挑戦する」という視
点で、個別教育計画や年
間指導計画等を立案し、
教員と保護者の共通理解
をもとに指導及び評価・
改善を行う。 

 

①-1-1「得意なことを伸ば
す」「苦手なことは段階
的に挑戦する」という視
点で、個別教育計画や年
間指導計画等を立案でき
たか。 

①-1-2 教員と保護者の共
通理解のもとに指導及び
評価・改善を行うことが
できたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①一人ひとりの将
来の自立と社会
参加のあり方を
見据え、発達段
階とライフステ
ージに沿った進
路指導・支援を
組織的に行う。 

①-1 保護者への進路
支援の理解促進と
情報提供を行う。 

 
 
 
 
 
①-2 自己理解、自己
肯定感を高めると
ともに、主体的に
自分の将来像を描
くことができるよ
うにする。 

①-1-1 保護者向け広報や
説明会を定期的に実施
し、進路支援について具
体的なイメージを提供す
る。 

 
 
 
①-2 好きなことや得意な
ことに気づける場面や、
活動を振り返り自己理解
を深める場面を設定し、
主体的に自分の将来像を
描けるようにする。 

①-1-1 保護者のニーズに
あわせたテーマでの学習
会・見学会等を検討し、
実施できたか。また、Ｈ
Ｐへの掲載等を通して積
極的な発信を行うことが
できたか。 

 
①-2 自己理解、自己肯定
感を高めることができた
か。また、主体的に自分
の将来像を描くことがで
きたか。  

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①共生社会の実現
に向けて、地域
におけるセンタ
ー的機能を継続
するとともに、
コミュニティ・
スクールとして
地域との協働に
よる教育活動を
展開する交流及
び共同学習を通
した児童･生徒の
相互理解を図
る。 

①-1 学校コンサルテ
ーションを意識し
た取組を推進し、
巡回相談の質の向
上を図る。 

 
①-2 地域学校協働活
動本部を立ち上
げ、地域との協働
による教育活動を
推進する。 

①-1 学校コンサルテーシ
ョンを意識し、学校の教
育力・組織力を高めるた
めの情報発信や助言等を
積極的に行う。 

 
①-2 地域学校協働活動推
進員を中心に地域学校活
動本部を立ち上げ、本校
の取組を引き継ぐととも
に、地域学校活動本部を
中心とした地域資源の活
用を積極的に進める。地
域との協働体制の見直し
と役割分担の明確化を図
る。 

①-1 より質の高い情報発
信や助言等を行うことが
できたか。 

 
 
 
①-2-1 地域学校活動本部
を生かして、地域資源の
活用を推進することがで
きたか。 

①-2-2 地域との協働体制
の見直しと役割分担の明
確化を図ることで、教員
の業務負担を軽減するこ
とができたか。 

     
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①児童･生徒が安
心、安全に過ご
せる教育環境の
整備と危機管理
体制を構築す
る。 

 
 
 
 
 
②事故、不祥事の
ない学校である
よう、管理・運
営を行う。 

 

①-1 老朽化に対応し
た工事を安全に実
施する。 

 
①-2 実際の場面や状
況を想定し、即応
体制を整えるとと
もに、より実践的
な防災訓練等を実
施する。 

 
②事故、不祥事を他
人事ではなく自分
事として捉える職
場風土を醸成す
る。また、神奈川
の教員の働き方改
革加速化宣言（令
和７年３月28 日）
を受け、働き方改
革をさらに推進す
る。 

①-1 計画的に工事を実施
するとともに、緊急時の
対応を迅速に行う。 

 
①-2 実際の場面や状況に
備え、持ち出し物品の内
容や配置の見直し、マニ
ュアル整備等を行う。ま
た、様々な想定をもとに
訓練等を実施する。 

 
②-1 教員が講師となる研
修会や、教員が主体的に
考える研修会を実施す
る。 

②-2 さん付け呼称等、人
権を尊重した教育活動を
徹底する。 

②-3 引き続き業務や行事
等の見直しや効率化な
ど、精選を行う。また、
外部人材の拡充や校務Ｄ
Ｘ化の推進をする。 

①-1 安全に、計画的に工
事を実施することができ
たか。また、緊急時は迅
速に対応できたか。 

①-2 即応体制の整備を行
うことができたか。 
実際の場面や状況を意
識した訓練を実施でき
たか。 

 
 
②-1 教員一人ひとりが主
体的に参加できる研修会
を企画・実施できたか。 

 
②-2 さん付け呼称等、人
権を尊重した教育活動が
できたか。 

②-3 業務や行事等の精選
を行うことができたか。
また、外部人材の拡充や
校務ＤＸ化の推進ができ
たか。 

     

 


